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ゆ
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国
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１
いち

．安
あん

息
そく

日
にち

午
ご

後
ご

 

 今
こん

週
しゅう

は、ヘブライ人
じん

への手
て

紙
がみ

の１
じゅう

２
に

章
しょう

を学
まな

びます。１
じゅう

２
に

章
しょう

には、この手
て

紙
がみ

のまとめが書
か

かれてあります。 

 神様
かみさま

は、ヘブライ人
じん

への手
て

紙
がみ

を通
とお

して、わたしたちに、何
なに

を伝
つた

えたいと願
ねが

っておられるのでしょうか。 

 それは、イエス様
さま

が救
すく

い主
ぬし

であることです。 

 神様
かみさま

は、わたしたちが救
すく

い主
ぬし

であるイエス様
さま

を信
しん

じて、救
すく

われて欲
ほし

しいと願
ねが

っておられます。 

 

２
に

．日
にち

曜
よう

日
び

：シオンの山
やま

に近
ちか

づき 

 シオンの山
やま

とは、どんな山
やま

でしょうか。ユダヤの人
ひと

たちは、シオンの山
やま

と聞
き

けば、まず、「エルサレムの神殿
しんでん

」や

「神殿
しんでん

のあるエルサレムの町
まち

全体
ぜんたい

」をイメージしました。また、シオンの山
やま

には、地
ち

上
じょう

の神殿
しんでん

やエルサレムの町
まち

を意味
い み

するだけでなく、目
め

に見
み

えない「天
てん

の聖所
せいじょ

」や「天
てん

のエルサレム（神
かみ

の御
み

国
くに

）」という意味
い み

がありました。 

 さて、ユダヤの人
ひと

たちは、エルサレムの神殿
しんでん

に行
い

くことを、とても大切
たいせつ

にしていました。神殿
しんでん

で動物
どうぶつ

をささげ、

罪
つみ

のゆるしをえるためです。そのために、ユダヤの人
ひと

たちは、もし、神殿
しんでん

に行
い

かなければ、罪
つみ

のゆるしをえることが

できずに、滅
ほろ

ぼされてしまうと考
かんが

えていました。 

 では、わたしたちも、エルサレムの神殿
しんでん

に行
い

って動物
どうぶつ

をささげなければならないのでしょうか。その必要
ひつよう

はあり

ません。なぜならば、イエス様
さま

が、十
じゅう

字
じ

架
か

についてくださったからです。神殿
しんでん

でささげられた動物
どうぶつ

は、わたしたち

のために死
し

んでくださったイエス様
さま

をあらわしていました。イエス様
さま

のおかげで、わたしたちは罪
つみ

をゆるされていま

す。さらに、イエス様
さま

のおかげで、神
かみ

の御
み

国
くに

に入
はい

ることができます。 

 わたしたちクリスチャンは、罪
つみ

のゆるしをえるためにエルサレムの神殿
しんでん

に行
い

くことはしません。しかし、神
かみ

の御
み

国
くに

に入
はい

ることを目
め

指
ざ

しています。そこには、わたしたちを救
すく

ってくださったイエス様
さま

がおられるからです。イエス様
さま

に

お会
あ

いすることを楽
たの

しみに、この世
よ

の旅
たび

路
じ

を歩
あゆ

んでまいりましょう。 

 

３
さん

．月
げつ

曜
よう

日
び

：すべての人
ひと

の審判者
しんぱんしゃ

である神
かみ

に近
ちか

づく 

聖書
せいしょ

は、やがて神
かみ

の裁
さば

きがあることを教
おし

えています。裁
さば

きの時
とき

、神
かみ

の敵
てき

は滅
ほろ

ぼされ、神
かみ

の民
たみ

は守
まも

られます。な

ぜ、神
かみ

の民
たみ

は守
まも

られるのでしょうか。イエス様
さま

が、十
じゅう

字
じ

架
か

についてくださったからです。わたしたちの行
おこな

いが立
りっ

派
ぱ

だからではありません。イエス様
さま

の行
おこな

いが立
りっ

派
ぱ

だから守
まも

られるのです。 



多
おお

くの人
ひと

が、「神
かみ

の裁
さば

き」を恐
おそ

ろしく感
かん

じるのかもしれません。しかし、神
かみ

の裁
さば

きは、神様
かみさま

を信
しん

じる者
もの

たちにと

っては福音
ふくいん

です。裁
さば

きは、神
かみ

の民
たみ

を滅
ほろ

ぼすためのものではなく、守
まも

るためのものであるからです。また、裁
さば

きの場
ば

には、イエス様
さま

がおられるからです。イエス様
さま

は、「わたしがこの人
ひと

のために十
じゅう

字
じ

架
か

についた」とわたしたちの味
み

方
かた

になってくださいます。これほど確
たし

かで、力
ちから

強
づよ

い助
だす

けはありません。 

 

４
よん

．火
か

曜
よう

日
び

：天
てん

と地
ち

を揺
ゆ

り動
うご

かす 

ヘブライ人
じん

への手
て

紙
がみ

には、「わたしはもう一
いち

度
ど

、地
ち

だけではなく天
てん

をも揺
ゆ

り動
うご

かそう」（ヘブライ１
じゅう

２
に

： 2
にじゅう

6
ろく

）

と書
か

かれています。これは、天
てん

と地
ち

が揺
ゆ

り動
うご

かされて地
じ

震
しん

が起
お

こりますという予
よ

告
こく

ではありません。天
てん

と地
ち

が揺
ゆ

れ

動
うご

くとは、神
かみ

の裁
さば

きによって、神様
かみさま

に敵対
てきたい

する悪
あく

の勢
せい

力
りょく

が滅
ほろ

びることを意味
い み

しています。地
ち

上
じょう

では、神
かみ

の民
たみ

を

迫害
はくがい

する神
かみ

の敵
てき

が滅
ほろ

びます。また、天
てん

上
じょう

では、地
ち

上
じょう

の神
かみ

の敵
てき

を背
はい

後
ご

で支
し

配
はい

しているサタンとサタンの天
てん

使
し

たち

が滅
ほろ

びます。神様
かみさま

は、悪
あく

の勢
せい

力
りょく

を滅
ほろ

ぼされるのです。 

 

５
ご

．水
すい

曜
よう

日
び

：揺
ゆ

り動
う

かされることのない御
み

国
くに

 

天
てん

と地
ち

が揺
ゆ

り動
うご

くとは、神
かみ

の裁
さば

きによって、神様
かみさま

に敵対
てきたい

する悪
あく

の勢
せい

力
りょく

が滅
ほろ

びることを意味
い み

しています。しか

し、神
かみ

の裁
さば

きによって、揺
ゆ

り動
うご

かされないもの、滅
ほろ

ぼされないものがあります。神様
かみさま

を信頼
しんらい

している人
ひと

です。なぜ

かといえば、永遠
えいえん

に揺
ゆ

り動
うご

くことのない神様
かみさま

が、守
まも

ってくださるからです。 

また、天
てん

と地
ち

が揺
ゆ

り動
うご

く時
とき

、悪
あく

の勢
せい

力
りょく

が滅
ほろ

びるだけでなく、清
きよ

めと創造
そうぞう

の回復
かいふく

が起
お

こります。神様
かみさま

を信
しん

じる

人
ひと

たちは、新
あたら

しい体
からだ

によみがえります。また、罪
つみ

のない新
あたら

しい天
てん

と地
ち

が創造
そうぞう

されます。 

 

６
ろく

．木
もく

曜
よう

日
び

：感謝
かんしゃ

しよう 

わたしたちは、救
すく

われるために神様
かみさま

を礼拝
れいはい

するのではありません。イエス様
さま

がわたしたちを救
すく

ってくださったか

ら、感謝
かんしゃ

して、神様
かみさま

を礼拝
れいはい

します。パウロは、動物
どうぶつ

をささげるのではなく、賛
さん

美
び

と告白
こくはく

、感謝
かんしゃ

と良
よ

い行
おこな

いをさ

さげて、神様
かみさま

を礼拝
れいはい

しようとわたしたちを招
まね

いています。 

礼拝
れいはい

は、教
きょう

会
かい

に行
い

って、御
み

言
こと

葉
ば

を聞
き

いたり、讃
さん

美
び

歌
か

を歌
うた

ったりすることにとどまりません。イエス様
さま

の御名
み な

を

宣
の

べ伝
つた

えたり、兄
きょう

弟
だい

姉
し

妹
まい

を愛
あい

したり、困
こま

っている人
ひと

たちを助
だす

けたりすることも、神様
かみさま

に喜
よろ

ばれる礼拝
れいはい

です。 

 

７
なな

．金
きん

曜
よう

日
び

：さらなる研
けん

究
きゅう

 

あなたは、神
かみ

の裁
さば

きを、恐
おそ

ろしいと思
おも

いますか。それとも、福音
ふくいん

だと思
おも

いますか。 

また、今日
きょう

、イエス様
さま

に感謝
かんしゃ

して、あなたの近
ちか

くにいる人
ひと

にどんなことができるでしょうか。 

何
なに

が神様
かみさま

に喜
よろこ

ばれることなのかを神様
かみさま

に教
おし

えていただき、実際
じっさい

にやってみましょう。 


